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エンセラダス熱水環境下での水-岩石-有機物相互作用によるペプチド合成

Water-Rock-Organic interaction system to synthesis peptides under

the Enceladus hydrothermal condition
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　化学進化とは，単純な物質から複雑な化合物が無機的に進行する反応の連鎖であると考えられている．土星

の衛星エンセラダスは直径が500km 程であるにも関わらず今現在でも熱水活動を維持している特異な天体で

あり，その環境で化学進化が起こりうるのかということは生命科学/惑星科学における大きな疑問の一つであ

る．エンセラダスは初期地球の熱水噴出孔に似た環境を持っていると言われており，地球の深海化学合成生態

系に見られるような生命活動が存在できる可能性も議論されている．本研究では，アミノ酸が岩石-熱水相互作

用を通してエンセラダス環境中でペプチド化するか，つまりは脱水縮合過程が存在するか否かを検証した．脱

水縮合は複雑な有機物を無機的に合成していく手段であり，生命の化学進化論に基づくと，生命が誕生するた

めの重要な条件の一つであると言える．本研究ではエンセラダスの岩石コア成分，海水成分，温度圧力条件を

耐高温高圧リアクター内に再現し，模擬的にエンセラダス熱水環境を構築した．その模擬エンセラダス熱水環

境に6 種類のアミノ酸(Gly，Ala，Glu，Val，Ser，Asp) を加え，耐高温高圧リアクターで約150 日間の化学反

応実験を行った．その結果，アミノ酸の初期量の1%程度がジペプチド化し，さらにGly のC 末端が露出したジ

ペプチドが多く合成される傾向が見られた．得られた結果より，同環境における脱水縮合過程の存在が示さ

れ，さらにGly-Gly を起点とした自己触媒反応により有機物の多様化が起こることが強く示唆された．本研究

は，エンセラダスのアルカリ熱水環境下で脱水縮合が起こりうることを初めて実験的に証明したものである．
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